
第
四
節 

荘
園 

天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
の
墾
田
永
年
私
有
令
を
契
機
と
し
て
、
貴
族
・
寺
社
に
よ
る
大
規
模
な
開
墾
と
未
開
拓
地
の
占
有
が

進
み
、
こ
の
土
地
の
管
理
の
た
め
に
設
け
た
倉
庫
を
含
め
て
の
建
物
を
「
荘
」
と
い
い
、
や
が
て
土
地
そ
の
も
の
を
「
荘
」
ま
た

は
「
荘
園
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
開
墾
、
経
営
の
主
体
は
貴
族
・
寺
社
に
あ
っ
て
、
そ
の
労
働
力
は
周
辺
の
人
々
の
賃
租
・

雇
用
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
〇
世
紀
こ
ろ
に
な
る
と
、
種
々
の
原
因
か
ら
初
期
の
荘
園
は
没
落
し
て
、
か
わ
っ
て
「
奇
進
地

型
荘
園
」
が
現
わ
れ
て
く
る
。
郡
司
・
郷
司
な
ど
地
方
豪
族
は
零
細
な
農
民
の
墾
田
を
買
得
、
集
積
し
、
ま
た
、
み
ず
か
ら
の
財

力
に
よ
っ
て
開
墾
し
て
そ
の
拡
大
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
は
直
接
政
府
に
申
請
し
て
不
輪
の
特
権
を
獲
得
す
る
方
法
を
も
た
な
か
っ

た
か
ら
、
私
領
を
貴
族
・
寺
社
な
ど
の
権
勢
に
寄
進
し
て
一
定
の
年
貢
を
出
す
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
保
護
を
う
け
、

自
分
は
荘
園
の
管
理
者
（
荘
官
）
と
な
っ
た
。
寄
進
を
う
け
た
貴
族
・
寺
社
を
荘
園
領
主
（
本
所
・
領
家
）
と
い
い
、
領
主
の
命

に
よ
っ
て
荘
園
の
管
理
に
あ
た
る
も
の
を
預
所
と
い
い
、 
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史 料 

１ 遊佐庄 保元２．３．２５ 兵範記 

  仁平３．９．１４

 台記 

２ 海辺庄 建久１．６． 吾妻鏡 

（余目か） 暦応３．１．２４ 安保文書 

３ 大泉庄 建久(文治)２．１０鎌倉遺文 

康永２．１２．１６藤原公房書状 

応永１４．３ 長講堂領目録 

(永和 4.1.26 出羽御庄藤島とある 

は大泉庄か。 

鶴岡市、田川八幡神社蔵大般若経奥

書） 

４ 小田(但)島庄 

  寛治５．１１．２

１師通記 

  〃 ６．１２．４

 〃 

  観応３．７．４

 足利尊氏寄進状 

  

  案(宝戒寺文書） 

  〃 ３．７．２２

 足利尊氏御教書 

  

  案(宝戒寺文書) 

５ (北)寒河江庄 

  天永３．４．２７

 殿暦 

  永仁３．２．２５

 北条員時執事奉 

  

  書(円覚寺文書) 

  建武４．７．１０

 足利直義御教書 

  

  （〃） 

  観応２．４．２１

 〃 

  

  （〃） 

  〃 ３．９．３

 足利尊氏御教書 

  

  （〃） 

  永和３．１２．１

１官宣旨 

  

  （〃） 

  〃 ３．１２．２

４足利義満御教書 

  

  （〃） 

  応永２６.１２.１

７足利持氏御教書 

  

  （〃） 

６ 大山庄 安元２．２ 八条院領目録 

７ 下大山庄 貞治３．９．１１ （相馬文書） 

８ 成生庄 安元２．２ 八条院領目録 

  建仁１．５．１．

 倶舎七十五法名 

  

  目奥書 

(金沢文庫古文書) 

 

 

９ 大曾根庄 保元２．３．２５ 兵範記 

  貞治３．９．１１

 (相馬文書) 

  仁平３．９．１４

 台 記 

１０ 成島庄 天永３．９．２

 殿 暦 

  延文ころ

 立石寺蔵大般若波羅 

  

 密多経奥書 

１１ (上･下)長井庄 

  仁平３．９．１４

 台 記 

１２ (屋代庄) 保元２．３．２５

 兵範記 

  建武２．４．９

 後醍醐帝論旨 

 

  

  (新田文書) 

  貞和２．８．７

 成島八幡社棟札 

  延文２.１１～１

２立石寺蔵大般若  

  波羅密多経奥書 



  喜慶２．７．４

 伊達政宗配分状 

  

  (伊達文書) 

  永正８．７．５

 伊達稙宗安堵状 

  

  （ 〃  ） 

  〃１７．４．１

 〃 

  

  （ 〃  ） 

  大永３．１２．１

５〃 

  

  （ 〃  ） 

  〃 ３．１２．２

９〃 

  

  （ 〃  ） 

  〃 ５．４．１９

 〃 

  

  （ 〃  ） 

  〃 ５．８．６

 〃 

  

  （ 〃  ） 

  〃 ５．１２．２

４〃 

  

  （ 〃  ） 

  〃 ７．９．５

 〃 

  

  （ 〃  ） 

  天文３．４．１

 〃 

  

  （ 〃  ） 

  〃 ３．４．１０

 〃 

  

  （ 〃  ） 

天文(４カ)２ 順礼納札(中尊

寺)(平泉文書) 

  〃２２．１．１７

 伊達晴宗安堵状 

  

  (伊達家文書)

 

  



ま
た
そ
の
代
官
的
な
も
の
を
雑
掌
（
下
司
）
と
い
う
。
荘
園
領
主
は
荘
園
か
ら
の
収
入
を
ふ
や
す
た
め
、
年
貢
を
増
徴
し
「
不
輪
権
」
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
国

衙
の
権
力
を
排
除
す
る
「
不
入
権
」
を
得
た
り
し
て
そ
の
支
配
体
制
の
確
保
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
荘
園
は
皇
室
領
、
摂
関
家
領
な
ど
所
有
形
態
に
よ
っ
て

区
別
さ
れ
る
が
、
当
上
・
下
長
井
庄
の
よ
う
に
起
源
、
経
営
主
な
ど
内
容
の
解
か
ら
な
い
も
の
も
多
く
あ
る
。
高
畠
地
方
の
屋
代
荘
は
、
北
家
藤
原
氏
の
荘
園

で
あ
っ
た
（
摂
関
家
領
）
。
こ
れ
を
在
地
で
管
理
し
た
の
が
、
平
泉
藤
原
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
高
畠
町
史
』）。
上
・
下
長
井
庄
は
何
時
で
き
て
、
誰
に
よ
っ

て
経
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
い
た
の
か
な
ど
、
全
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。『
鮎
貝
の
歴
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
上
・
下
長
井
庄
は
平
泉
藤
原
氏

に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
、
下
長
井
庄
北
部
の
庄
官
が
藤
原
安
親
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

畿
内
の
荘
園
は
名
主

み
ょ
う
し
ゅ

と
か
田
堵
と
い
っ
た
小
規
模
な
も
の
を
含
め
て
、
一
般
に
規
模
の
小
さ
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
東
北
地
方
の
荘
園
に
見
ら

れ
る
特
色
は
、
郡
を
単
位
と
し
た
地
域
が
一
つ
の
荘
園
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
律
令
制
下
の
郡
が
、
そ
の
ま
ま
荘
園
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
の
地
方
で
は
荘
園
を
中
央
の
権
門
勢
家
、
あ
る
い
は
平
泉
藤
原
氏
に
名
義
上
寄
進
し
、
自
分
は
そ
の
地
の
荘
官
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
て
実
質
的
な
土
地
管

理
を
し
て
い
た
、
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
荘
園
領
主
に
納
入
す
る
年
貢
と
し
て
は
、
米
穀
類
が
普
通
で
あ
る
が
、
東
北
地
方
の
場
合
輸

送
に
容
易
な
金
・
布
・
馬
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
三
つ
の
品
が
東
北
地
方
に
普
通
に
見
ら
れ
る
貢
納
物
の
種
類
で
あ
っ
た
。 

こ
の
地
方
の
在
地
管
理
者
で
あ
っ
た
平
泉
の
藤
原
基
衡
が
、
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
中
央
の
領
主
、
藤
原
頼
長
に
納
入
し
た
屋
代
庄
分
の
年
貢
に
つ
い
て

見
る
と
、
布
が
一
五
〇
反
、
馬
が
三
疋
、
漆
が
一
斗
五
升
と
な
っ
て
い
る
（『
前
掲
書
』）。 

山
形
県
内
の
荘
園
分
布
は
、
第1

8

図
の
よ
う
に
な
る
。 

 


